
【財務内容の健全化】
・有利子負債／キャッシュフロー １０倍以内
・経常収支比率 １００.０％以上

【従業員の推移】
・２,３９７名 → ２,３３１名(６６名減) (新規採用２２９名)
・出向、転籍、解雇の予定はなし。

松本電気鉄道㈱を中心とするアルピコグループは、関係金融機関から債権放棄を受

けるとともに、減資、債務の株式化（ＤＥＳ）、第三者割当増資を実施し、財務内容の改

善を図ります。また、株式移転により持株会社を設立し、事業系列ごとにグループ各社

を再配置し（グループ内の株式持ち合いの解消）、グループ全体の経営戦略の策定、経

営資源の最適配分等を実施します。

これにより、事業の選択と集中を進めつつ、最適なガバナンス体制を構築することで、

収益力の向上を目指します。

【事業革新】
・バス事業において、経営効率化（各バス会社の統合等）や利便性の向上

（高速バス部門の強化）等に係る新たな施策の実施により、売上高販売
費比率を５.９％低減させることを目標とする。小売事業においては、新た
な販売戦略に基づく諸施策の実施により、売場面積当たりの販売費を７.
０％低減させることを目標とする。

松本電気鉄道株式会社及びグループ会社６社（アルピコグループ）の
事業再構築計画のポイント

平成２０年３月２８日

【生産性の向上】
・自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）を５.５％ポイント向上させる。

支援措置

登録免許税の
軽減 ③④⑤

①減資・グループ各社の外部借入金を集約
（免責的債務引受）

【計画期間】
・平成２０年４月～平成２３年３月

③増資（55億円）
（うちＤＥＳ30億円）

④株式移転による
持株会社設立

リサ・パートナーズ
（関係会社・ファンド等を含む）

資産評価損の
損金算入

②債権放棄
（総額143億円）

③増資
（25億円）

アルピコグループ各社

⑤株式取得、
株式交換による
100%子会社化

松本電気鉄道㈱

アルピコ
ホールディングス㈱

【交通事業（鉄道、バス）】
【小売事業】
【交通事業（バス、タクシー）】
【観光事業（ホテル等）】

関係金融機関
（八十二銀行等）

100%100%


